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Q&A(QuestionandAnswer)

｢e-ラーニング+を用いた

技術教育プログラム

日立製作所は,コンピュー

タシステムエンジニアの技術

教育にe-ラーニングを導入し

ている｡これにより,システ

ムエンジニアは,晴間や場所

の制約を受けずに自学自習を

行うことができる｡

近年のインターネットの普及に伴い,人材育成にインターネット･イントラネットを活用した教育･研修を採用する企業が

増えてきた｡日立製作所は,広範な顧客企業のニーズに対応できるソリューションを提供するために.技術教育プログラムの

充実を図っている｡このプログラムでは,従来の講習会形式の講座に加えて,本格的な｢e-ラ ングシステム+を導入した｡

コンピュータ関連ソリューションの提供に従事するシステムエンジニアに対して｢e-ラーニングシステム+を生かした大規模な

教育プログラムを実現し,高付加価値化を目指す｡

企業グループ内に整備されているイントラネットを利用したこの｢e-ラーニングシステム+により,各地に分散しているシ

ステムエンジニアは,暗闇や場所の制約を受けずに自学自習を続け,技術力の向上に努めている｡また.一元的な学習管理機

能によって,個人別の理解度･進捗(ちょく)度の把握と経営者側の状況把握を容易にした｡

はじめに

インターネットの急速な普及により,企業内の人材教

育の形態に変化が見えてきた｡最近注目されているのが,

WWW(WorldWideWeb)を利用した｢e-ラーニングシス

テム+である｡e-ラーニングは,多忙な従業員が,パソコ

ンを使って,いつでも,どこでも学ぶのに適した学習形

態と言える｡

米国のe-ラーニング市場は,2003年に100億ドルを超え

ると予想されている(米国InternationalData Corpo-

rationの報告)｡特に,業務知識の刷新の変化が激しい産

業分野での需要が伸びている｡例えば,情報技術産業界

では,最近の目まぐるしい情報システムの進化に伴い,

各企業が技術者教育にe-ラーニングを用いる例が増えて

いる｡

わが匝Iでも,e-ラーニングを社員研修に活用する企業

が年々増加している｡情報処理産業での導入のほかに,

業務改革などで刷新した新情報システムを習得する事例

も報告されている｡

ここでは,日立製作所におけるe-ラーニングの導入事

例として,コンピュータ システム エンジニアの技術教

育プログラムについて述べる｡
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導入の背景

日立製作所は,米国マイクロソフト社(以下,マイク

ロソフトと言う｡)と同社のWindows2000帥をベースと

した企業用ソリューションの開発･提供で提携した〔｡両

社は共同で,マイクロソフトのWindows2000をベース

とした企業用プラットフォームと日立製作所の幅広いソ

リューションを統合し,さなざまな規模の顧客に対して,

オープンシステムを通じて,新たなビジネスバリューを

提供する｡これにより,スケーラブルで信頼性の高いソ

リューションを,優れたコストパフォーマンスで提供す

ることを目指す｡

この提携により,日立製作所と日立グループのシステ

ムエンジニア約1万名がマイクロソフトの企業用プラット

フォームの技術教育を受け,マイクロソフト製品に精通

した技術者として,Windowsを利朋した事業の拡大を図

ることとした｡教育期間は3年間を予定している｡

現在,日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社,

株式会社日立情報システムズ,日立電子サービス株式会

社,株式会社日立システムアンドサービス,および株式

会社日立インフォメーションアカデミーがマイクロソフ

トの認可を受け,MS CTEC(Microsoft Certified

TechnicalEducation Center:マイクロソフト認定技術

教育センタ)を開設し,システムエンジニアに対して,こ

れらのセンタを利用した講習会形式の教育を実施して

いる｡

今回,約1万名の技術教育を実施するにあたり,現状の

センタを利用した教育では教室やインストラクタ数に限

界があるため,物理的な制限が生じた｡また,システム

エンジニア自身が,教育を受けるための,まとまった時

間がとれないという問題も生じた｡

これらの問題を解決する手段として,e-ラーニングを

採用した｡採用のポイントの第一に,日立グループ内で

イントラネットがすでに整備されていることがあげられ

る｡オフィスを教睾に代え,また,既存のインフラスト

ラクチャーを活用することにより,e-ラーニングシステ

ムの導入は最小限の投資で済む｡第二は,各地に分散し

ているシステムエンジニアが時間や場所の制約を受けず

に自学自習を行うことができるほか,講習会会場への移

※1)windowsは,米国およびその他の国における米国

MicrosoftCorp.の登録商標である｡
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動経費などを削減できることである｡第三は,講習会形

式の教育では難しい,各人に合ったペースで学習を進め

ることができ,必要な要点を反復学習できるなどの利点

があることである｡

技術教育プログラム

3.1マイクロソフト認定技術者の育成

目立グループ内でマイクロソフト技術者を育成する技

術教育の成果としてマイクロソフト認定技術資格制度

(Microsoft Certi五ed ProfessionalProgram)による資格

取得も目指している｡日立グループの技術者育成の内訳

を図1に示す｡

マイクロソフト認定技術資格制度とは,システムエン

ジニア,システムインテグレータ,コンサルタント,プ

ログラマー,トレーナーなど,コンピュータや情報シス

テム関連の技術者を対象とした,マイクロソフト製品を

効果的に使うための技術を認定する制度である｡

今回対象とした認定技術資格は以下の4種類である｡

(1)MCP(MicrosoftCerti五edProfessional:マイクロソ

フト認定プロフェッショナル)

マイクロソフト製品に関する高度な技術力を持ってい

ることを認定する資格

(2)MCSE(Microsoft Certi丘ed ProfessionalSystems

Engineer:マイクロソフト認定システムエンジニア)

マイクロソフト製品を用いて,業務に最適なシステム

やコミュニケーションサービスの設計,管理,トラブル

MCSD MCDBA

200人 200人

MCP

9,000人

注:略語説明

MCP(MicrosoftCertifiedProtessional)

MCSE(MicrosottCe｢tifiedProfessionalSystemsEngineer)

MCSD(MicrosoftCertitjedProfessionalSoIutionDeve10Per)

MCDBA(MicrosoftCertifiedProfessionalDatabaseAdministrator)

図1マイクロソフト認定技術者育成の規模

日立製作所と日立グループは,2003年までに約1万名のマイク

ロソフト認定技術者の育成を図る｡
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オペレーティングシステムの鎖能

(欒､
クリック

｢こU

ボタン｢琶⊃

オペレーティングシステムの錬鑑

説明に合わせて画像が進む

オペレーティングシステムの機能

｢＼ ＼
＼＼＼＼二>
/

図2 Webコースの教材例

オンデマンド方式により,音声による説明に合わせて画像が進む｡これにより,視覚と聴覚の両方を用いた効果的な学習ができる｡

シューティングなどを行うエンジニアの上位資格

(3)MCSD(Microsoft Certified ProfessionalSolution

Developer:マイクロソフト認定ソリューションデベ

ロツパ)

マイクロソフトの開発技法,テクノロジー,プラット

フォームを用いて,ビジネスソリューションの設計,開

発を行うエンジニアの上位資格

(4)MCDBA(Microsoft Certified ProfessionalData-

base Administrator:マイクロソフト認定データベース

アドミニストレ一夕)

SQL Server紺データベースの設計,管理を行うデー

タベーススペシャリストを対象にした上位資格

3.2 カリキュラム

日立グループは,従来,マイクロソフトの標準カリキュ

ラムをカスタマイズして講習会形式の技術教育を実施し

ていた｡今回は,従来の講座の一部をe-ラーニング講座

として開発し,受講方式の選択肢を増やした｡

e-ラーニング講座は,｢Webコース+と｢ハンズオンコー

ス+とで構成している｡

｢Webコース+は,オンデマンド形式の教材を用いた自

習コースである｡オンデマンドとは,ユーザーから要求

があったときにサービスを提供する方式を言う｡受講者

が開始ボタンをクリックすると,音声による説明ととも

※2)SQLServerは,米国法人Sybase,Inc.の商標である｡

に画面が進み,視覚的･聴覚的に,あたかもインストラ

クタから講義を受けているかのように講座の内容が流れ

ていく｡また,受講者は必要に応じて停止,一時停止,

再生を行い,自由自在に反復学習を行うことができる

(図2参照)｡

しかし,通常の講習会形式の教育はマシンを使った実

習を中心とした学習展開であるのに対し,｢Webコース+

では実際にマシンを使用した実習は行わない｡この場合,

知識レベルは達していても,身近にWindows2000のマ

シンがなければ,動作確認することができない｡

この間題点の解決･策として,｢ハンズオンコース+を開

発した｡｢ハンズオンコース+とは,｢Webコース+を修了

した後,講習会会場で用意された実機を使用して実習を

行うコースである｡コース内では実践に近いサーバ環境

を実際に構築することができる｡学習者は,自分のペー

スで実習を行うことができ,場合によっては,インスト

ラクタに質問し,その場で疑問を解消することができる｡

このように,e-ラーニング講座では,｢Webコース+と

｢ハンズオンコース+をパッケージ化することにより,通

常の講習会形式の教育を受講する場合と同様の学習効果

を得られるようにした｡

MCSEコースの例を図3に示す｡今凹,新たに開発し

たe-ラーニング講座は,Windows2000ネットワークエッ

センシャル(3日間),Windows2000インプリメンテー

ション(5日間),および計8日間の内容に相当する｢Web

コース+と｢ハンズオンコース+(1口)である｡
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MCSE資格 占_ラ_一三ニケ和議壷

Windows2000ネットワwクエッセンシヤル Windows2000Webコース

2日(標準:3日) 自習
l l

Windows2000インプリメンテ仙ション Windows2000ハンズオンコース

4日(標準:5日) 1日
l _

l

Windows2000ネットワークサービス

インプリメンテーション

4日(標準:5日)
Windows2000アップグレードl

Windows2000ディレクトリサービス

インプリメンテーション

4日(標準:5日)

3日(標準:3日)
l _

Windows2000ディレクトリサービス Windows2000ネットワ…クサービス
インフラストラクチャーの設計 インフラストラクチャーの設計

3日(標準:3日) 4日(標準:4日)
l _

SOLSen/er7.0システム管玉里 SQLSe｢ver7.Dデータベース作成と操作

3日(標準:5日) 3日(ヰ票準:5日)
l

BizTalkServer2000 l
l5日(標準:5日)

e-ラーニングを用いた学習システム

4.1 システムの開発

教材については,マイクロソフトの協力を得てウェブ

化を行った｡学習システムについては,すでに技術講座

向けに運用していたe-ラーニングシステムを改善し,規

模の拡大に対応できるようにした｡

4.2 システムの特徴

(1)学習形式

Webコースを申し込むと,受講者にはWeb教材(CD-

受講者

(1)接続

管理サーバ

､ヽ､

/1

テスト

成績管理
:ヾ×):××:く×

××X:(×XX

XXXXXXこオ÷｢

(2)受験

○確認テスト第1章
●確認テスト第2童

C確認テスト第3章

◎修了テスト

テスト結果の確認

最終日問題数正解致点数

確認テスト

執章 yy加m■dd n 以 XX

第2章 け加山地 xx xx 灯

私章 yy/m/dd xx xx xよ

修了テスト

図3 マイクロソフト認

定技術資格のための技術

教育講座体系(MCSEコ

ースの例)
｢Webコース+と｢ハンズオ

ンコース+の組合せにより,

通常の講習会と同等の知識

を習得することができる｡

ROM)が送付される｡受講者は,この教材を用いて,パ

ソコンを使用する環境があれば,時間や場所の制約を受

けずに,自分のペースで学習することができる｡

Web教材は複数の章で栴成し,章ごとの確認テスト

と,最後に修了テストを用意している｡受講者は,章が

修了するごとに管理サーバに接続し,確認テストを受け

る｡確認テストにより,段階的に自己の到達度をチェッ

クする｡修了テストに合格すれば,Webコースの修了と

なる｡確認テストと修了テストの結果はすべて受講者ご

とにサーバ上に蓄積,管理され,白分の成績を確認する

管理サーバ

_/へ-▼-.､.

ベ準

(2)回答

Q&A対応者

(a)到達度チェックと成績管理

図4 e-ラーニングを用いた学習システム
(a)では,受講者は,理解度をチェックするために,サーバに接続を行い(1),

で(3),容易に自己管理を行うことができる(4)｡(b)では,質問が発生した場合,

による回答(2)は共有化されるので,全受講者が参照できる(3)｡
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(3)参照

㌻

質問者

ノ√■■ニノヘ

質問を入力

質問

回答

(b)受講者間によるQ&A情報の共有

テストを受ける(2)｡結果はすべてサーバ上に蓄積されるの

受講者はサーバに接続し,質問を登額する(1)｡Q&A対応者
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ことができる〔(図4(a)参照〕｡

また,Web教材を学習していく途中で質問が発生した

場合,受講者は管理サーバに接続し,質問を登録する｡

質問への対応としては,登録された質問に対して,

Q&A(QuestionandAnswer)対応者が回答を随時行う｡

質疑応答の内容は,管理サーバに接続すると,受講者全

員が参照できる仕組みをとる｡管理サーバに質疑応答情

報を蓄積し,学習者間で情報を共有することにより,いっ

そう充実した学習環境を提供することができる〔図4(b)

参照〕｡

(2)進捗管理

このシステムでは,受講者の進捗や成績を管理する機

能を提供している｡

受講者がWeb教材を用いて学習すると,学習時間や

進捗状況などの学習履歴がパソコン上に自動的に蓄積さ

れる｡この蓄積データを管理サーバに登録することによ

り,管理サーバですべての受講者の学習履歴を一元管理

する｡受講者は,自己の理解度や進捗度を常時把握す

ることができる｡

また,教育管理担当者は,管理サーバに登録されてい

る受講者の学習履歴を参照することにより,現状把握を

行う｡管理レポートを作成する場合など,事務処理1二数

を削減することができる(図5参照)｡

受講者

蓄積

句鴎

進捗管理
×××××:く×

×:く:く:くンこXニく

××〉く×〉く×)＼

管理サーバ

ニカ㌔

進捗管理

×××〉く×)く×

×:ヾ×:ヾ×:く×

×XXXX:くX

ゆ紳

学.サトル御藻琴礫翠

受革餐那修子章ろ卜噂畢レギ十ト

賛辞孝男嘩琴牛革.卜痍果レポート

況

会社名:xxxxxxxx

氏名ニXXXXXXXX

タイトル学習開始日

管羊聖者

図5 成績･進捗状況のサーバー元管理

受講者は,定期的に進捗状況をサーバにアップロードする｡教

育管理者は,サーバに接続することにより,受講者の成績･進捗

管理を容易に行うことができる｡

導入効果と今後の展望

5.1導入効果

今ⅠロJ開発した講座は2001年6月に運用が開始され,川

年8月時点で約900名の申し込みがあり,現在稼働中であ

る｡同時期に実施された通常コース｢Windows2000ネッ

トワークエッセンシャル+,｢Windows2000インプリメ

ンテーション+では,そのキャパシティなどから申し込み

者数は約380名にとどまった｡

また,通常コースでは,約380名に対して教育を提供

するために,｢Windows2000ネットワークエッセンシャ

ル+(2[Ⅰ間)が22回,｢Windows2000インプリメンテー

ション+(4日間)が19回実施され,延べ120日間,教室,

インストラクタの確保を安した｡それに対して,このシ

ステムにおける｢ハンズオンコース+は現在までに7回実施

され,わずか7日間で約260如こ対して教育を提供するこ

とができた｡つまり,教室,インストラクタ数を約去に,

同時に各受講者が講習会会場に肘向いて終口教育で拘束

される時間を÷にそれぞれ削減することができ,導入効

果をあげることができた｡

修了後の受講者のアンケートには,都合のよい時間に

自分のペースで行えたという意見が多数寄せられた｡e-

ラーニング本来の特長が導入効果に表れたといえる｡

5.2 今後の展望

(1)カリキュラムの充実

マイクロソフト認定技術資格の合格率を向上させるた

めに,｢Webコース+と｢ハンズオンコース+に加え,模擬

試験コース導入を予定している｡｢Webコース+による学

習の終了後,実際の試験の前に模擬試験形式の反復学習

を行うことにより,確実な知識修得を図る｡

また,｢導入効果+で述べたように,e-ラーニングの導入

による成果は確実に結果として表れている｡現在,マイ

クロソフト認定技術者資格コースについては2講座だけ

をウェブ化しているが,今後はすべての講座をウェブ化

することにより,社員全員が時間や場所の制約を受ける

ことなく,個人のペースで能力向上が図れる環境を整備

する考えである｡

(2)サービスの充実

このシステム機能をさらに充実させるために,｢メン

タリングサービス+の導入を考えている｡

メンタリングとは,｢メンター+と呼ばれる講師がイン

ターネット･イントラネットを介して受講者を支援する

サービスである｡メンターは,技術的な質問はもちろん
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のこと,受講者のペースメーカーとしての役割を果たす｡

例えば,進捗状況に合わせて復習問題を提供したり,

学習方法に関するアドバイスを行うなどのコミュニケー

ションを図りながら,受講者の弱点や疑問点を把握する

ことで,受講者が効率よく学習するためのサポートを行

う｡また,適甘,試験情報や最新技術情報なども提供

する｡

メンターは,講習会形式の教育のインストラクタの経

験がある,幅広い知識を待った技術者が適任とされる｡

口立グループ内の人材を投入し,優れたメンターをそろ

えた体制を確立することにより,e-ラーニングの学習効

果は,さらに確実なものになると考える｡

(3)学習形態の拡大

本来,受講者がネットワークを介して管理サーバ上に

ある教材で学習を進める｢オンライン方式+が好ましい方

法である｡しかし,ネットワークへの負荷の平準化を図

るため,現在はCD-ROMを配布する運用を行っている｡

今後は,オンライン方式の運用の採用についても検討し

ていく考えである｡

また,講座によっては,強調すべき点など,ライブで

しか伝えられない内容のものもある｡それには,インタ

ーネット上でインストラクダの生の講義を聴講できる｢ラ

イブe-ラーニング+が有効である｡

今後は,講座内容に適した複数の学習形態を提供し

ていく考えである.｡

おわりに

ここでは,日立製作所におけるe-ラーニング導入事例

34

として,コンピュータ システムエンジニアの技術教育

プログラムについて述べた｡

人材は,経営上の重要な要素である｡情報システムの

進化に伴い,企業内の人材育成の方法も変わりつつあ

る｡日立製作所は,このような変化に対応して技術開発

を進め,人材育成という観点から新しいソリューション

を提案していく考えである｡
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